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１．これまでの経緯
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■これまでの経緯 ＜笹笛川＞
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□第１回 流域委員会 （平成２８年１２月６日）

✔流域の概要 ・現地視察

今回

□第２回 流域委員会 （平成２９年３月２７日）

✔治水、利水、環境の現状と課題

✔河川整備計画（骨子）の提示

□第３回 流域委員会 （平成２９年６月27日）

✔河川整備計画【原案】の提示

□第１回 住民アンケート （平成２９年１月）

✔関係住民の意見聴取

□第２回 住民アンケート （平成２９年５月）

✔関係住民の意見聴取

□関係機関協議、関係市町意見聴取

パブリックコメント

□策 定



２．前回流域委員会での
意見・回答
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■前回流域委員会での意見・回答

5

□平成29年3月27日に第2回流域委員会を開催

Q1 ：整備計画メニューの設定方針について、浚渫だけでなく樹木伐採においても、

生物の生息・生育環境への影響に留意しつつ実施することを明記してほしい。

A1 ：該当箇所において「浚渫および流水の阻害とならない範囲の樹木伐採におい

ては、生物の生息・生育環境への影響に留意しつつ実施する」と記述を変更しま

す。



■前回流域委員会での意見・回答
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□平成29年3月27日に第2回流域委員会を開催

Q2 ：近畿地区・鳥類レッドデータブックにより繁殖個体が重要種と指定されている

ため、アオジが重要種として挙げられているが三重県での繁殖は確認されていな

いので重要種の選定基準を見直した方が良い。

A2 ：鳥類確認種一覧表について近畿地区・鳥類レッドデータブックの近畿地方全

体ではなく府県別（三重県）の判定基準に修正します。（アオジ等は重要種から除

外されます）

■重要種から除外された種
マガモ、イソシギ、ソリハシシギ、ホトトギス、カワセミ、アオジ
の6種

■重要種に追加された種
なし



■前回流域委員会での意見・回答
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□平成29年3月27日に第2回流域委員会を開催

Q3 ：H13年魚類調査においてソウギョが確認されているが、誤同定の可能性があ

る。

A3 ：調査時の写真等はなく再同定できないことから、誤同定の可能性がある

ため結果から削除します。

■現地調査及び文献調査で確認された魚類の種数
28種→27種

■文献調査で確認された魚類の種数
24種→23種



■第２回流域委員会での意見・回答
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□平成29年3月27日に第2回流域委員会を開催

Q4 ：歴史・文化財を明和町史等を参考に増やしてほしい。

A4 ：選定した歴史・文化財は国・県・町指定の史跡および天然記念物としま

す。明和町における笹笛川流域外の史跡等については参考資料p.8の地図に落

としているので表にも反映します。

種別 名称 住所 指定日

国指定

天然記念物 斎宮のハナショウブ群落
（ノハナショウブ）

多気郡明和町斎宮字蛭
ノ沢１８１７番地

1936.12.16

史跡

斎宮跡 多気郡明和町斎宮 1979. 3.27

水池土器製作遺跡 多気郡明和町明星字水
池

1977. 7.25

県指定 史跡 坂本古墳群 多気郡明和町大字坂本
字西垣外

2004. 1.19

町指定 史跡

斎王尾野湊御禊場跡 多気郡明和町大淀 1995. 3.17

陸軍第七通信連隊一二
八部隊防空壕

多気郡明和町斎宮北野 2016. 3.23

惇子内親王墓 多気郡明和町有爾中 1983. 1.25

鳥墓神庤跡 多気郡明和町蓑村 1983. 1.25

小金古墳群 3号墳 多気郡明和町池村 2016. 3.23

※赤字は流域内
の文化財



■前回流域委員会での意見・回答
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□平成29年3月27日に第2回流域委員会を開催

Q5 ：過去に笹笛川の中流と上流の整備において直線的な整備が為された。自然

の流れに逆らっており、良い整備とは言えない。昭和30年代ごろからそのような

整備が行われていたように思うが、河川整備の経緯・歴史等は把握しているか。

A5 ：整備計画の本文「1.3.1治水の歴史」において笹笛川の治水の歴史を記述し

ます。



■前回流域委員会での意見・回答
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□平成29年3月27日に第2回流域委員会を開催

Q6 ：ppt資料について、「～の1種が確認された」との表記だと「ある属のうちの1種

が確認された」のか「その種類のみが確認された」のか分かりづらい。表記を改め

た方が良い。

A6 ：「～の1種」を「～1種」と表現を改めます。

p.45
□重要種は、植物はハマサジ等5種、魚類はアブラボテ等4種、底生動物はハクセ

ンシオマネキ等6種、鳥類はミサゴ等5種、小動物はトノサマガエル等3種、陸上
昆虫類はアキアカネ1種が確認された。

□外来種(特定外来生物)は、植物はナガエノツルノゲイトウ1種、魚類はカダヤシ1
種が確認された。

p.47
□外来種(特定外来生物)は、魚類でカダヤシ1種が確認されている。



■前回流域委員会での意見・回答
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□平成29年3月27日に第2回流域委員会を開催

Q7 ：アンケート項目の分類をわかりやすくしてほしい。

A7 ：分類を見直し集計しなおします。

■アンケート項目の「整備」の内容を再整理し、ご意見の趣旨を踏まえ、「
維持管理」、「治水」、「親水・景観」など再分類し、集計しました。

修正前 修正後

21.6%

23.0%

27.7%

18.9%

22.3%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①整備

②治水

③自然環境

④水質・水量

⑤親水・景観

⑥その他

15.5%

25.0%

27.7%

21.6%

23.0%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①維持管理

②治水

③自然環境

④水質・水量

⑤親水・景観

⑥その他



■前回流域委員会での意見・回答
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□平成29年3月27日に第2回流域委員会を開催

Q8 ：平成27年4月24日から明和町全体が文化庁の日本遺産に登録されている。

A8 ：整備計画本文の流域の概要に「明和町は全域が文化庁により日本遺産に指

定されている」と記述します。



■前回流域委員会での意見・回答
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□平成29年3月27日に第2回流域委員会を開催

Q9 ：植物で「ミズギボウシ」が笹笛川で確認されているとあるが、川の中にいるよう

な種ではない。

A9 ：元データがメッシュデータであり、川の中だけでなく流域内で確認されている植

物が含まれています。



３．住民アンケート調査結果
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■第１回アンケート調査結果
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□調査目的：笹笛川に対する住民意識とニーズの把握
□調査対象地域：明和町全域（H27国勢調査 総世帯数7612）
□調査期間：平成29年1月10日～平成29年1月27日
□配布数：883件
□回収率： 61％

水害

 「水害に対して不安な川である」という回答が約6割であった。特に大淀地区では約7割、
下御糸地区では約8割と下流地区での割合が高かった。

 そのうち「洪水が不安である」という回答と、「地震・津波が不安である」という回答がそ
れぞれ約5割ずつであった。

洪水に不安を感じる理由として「堆積土砂や樹木が多い」という回答が約6割であった。

地震・津波に不安を感じる理由として「想定される最大規模の地震・津波に対し、不安
を感じる」という回答が約5割であった。

水質
 「水がきれいな川」という回答は約1割、「水が汚い川」という回答は約3割であった。

水が汚いと感じる理由としては生活排水を挙げる回答が多かった。

自然・風景
 「自然豊かな川」、「自然が少ない川」という回答はそれぞれ約2割であった。

 「風景がいい川」という回答は約1割、「風景が悪い川」という回答は約3割であった。

利用
来訪頻度は「ほとんど行かない」が最も多く約6割であった。

来訪目的は「散歩・ジョギング」が最も多く約4割であった。

将来像
 「水がきれいな川にしてほしい」と回答する人が最も多かった。

 「洪水に対して安全な川にしてほしい」と回答する人は約5割であった。



■第２回アンケート調査概要
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□目的
笹笛川河川整備計画に対する住民意見の把握

□調査対象地域
明和町全域（H27国勢調査 総世帯数7612）

□調査期間
平成29年5月12日～平成29年5月24日

□配布・回収方法
明和町を通じ、全94自治会の自治会長に
配布を依頼。
回収は、郵送による。

□回答率
配布883件 回収537件 （回収率61％）

総配布数 回収件数 回答率

８８３ ５３７ ６１％



■第２回アンケート調査結果

□ 治水については、耐震対策、土砂除去・樹木伐採等を総合的に進める意見が約半数を占めた。
□ 環境については、動植物の良好な生息環境の保全、および 散歩・水遊びなど水辺に触れあえる

河川空間づくりが求められている。

17

（河川整備計画(原案)に対する意見）



４．流域の概要
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■笹笛川流域の概要
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河川延長
（法区間 km）

流域面積
(km2)

笹笛川
11.2
（7.0）

13.2

□関係市
・明和町
・玉城町
(源流部の一部のみ）

□主要交通網
・道路：国道２３号
・鉄道：近鉄山田線

笹笛川流域

流域図

□明和町池村及び玉城町上田辺に

位置する農業用ため池斎宮調整

池を上流端として伊勢湾に注ぐ

流域面積13.2km2、流路延長

11.2kmの二級河川である。

明
和
町

玉城町
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□流域は三重県中南部に位置し、温暖な気候で、積雪は少ない。

□年平均気温は15.3℃、年間降水量は1,826mmで、全国平均1,690mm※を上回る。

月平均気温、月別降水量（小俣気象観測所）

※平成27年版日本の水資源の現況について（昭和56 年

から平成22 年（1981 年から2010 年）の全国約1,300 

地点の資料をもとに国土交通省水資源部で算出）

資料：気象庁webサイト 小俣気象観測所S55～H27の平均値

年平均気温、年間降水量の変化（小俣気象観測所）

資料：気象庁webサイト 小俣気象観測所S55～H27の月別データ
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■地形
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□源流部は丘陵で、上流域から低地とな

り、山地はみられない。

地形分類図

・源流部：丘陵

・上流域：低地

・中流域：台地

・下流域、河口域：

三角州、海岸平野

資料：国土交通省ホームページ 5万分の1都道府県土地分類基本調査（松坂、昭和63年度調査，伊勢・贄浦、平成2・3年度調査）



■地質
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□源流部の丘陵が花崗岩類からなるほかは、

上流域及び下流域は礫・砂・泥、中流域の台

地は礫、河口域は砂を主とする未固結堆積

物から形成されている。

地質図

資料：国土交通省ホームページ 5万分の1都道府県土地分類基本調査（松坂、昭和63年度調査，伊勢・贄浦、平成2・3年度調査）



■植生
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□樹林は源流部のみで、樹林の大部分は

アベマキ-コナラ群集やスギ・ヒノキ・サワ

ラ植林地など、人為的な影響を受けた代

償植生*である。

植生図

・源流部（丘陵）

アベマキ‐コナラ群集

スギ・ヒノキ・サワラ植林地

竹林

ハンノキ群落(自然植生）

・上流域～下流域

水田

・河口域

ヨシ群落（ヨシクラス）

資料：生物多様性センターホームページ 自然環境調査Web-GIS（平成19年調査）

※植生は大きく、本来その土地に生育していた「自然植生」（原生林など）と人間活動の影
響によって置き換えられた「代償植生」（二次林など）に区分される。右図の植生は、自
然植生はハンノキ群落が一部にあるのみで他の植生はいずれも代償植生である。
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■河道特性
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 笹笛川の現況河床勾配は河口か笹笛川橋（国道２３号）までは、概ね1/4,000程度

で、緩やかな勾配の感潮区間である。

 笹笛川橋から上流は、1/1000～1/500の勾配となっている。

現況河床勾配 （概ね1/4000） （概ね1/1000） （概ね1/500）

山大淀取水堰



■人口・世帯数
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□笹笛川流域の位置する明和町の人口は約2万3千人、世帯数は約8千世帯である。

（平成27年国勢調査結果）

□明和町の人口及び世帯数の推移は、昭和35年と平成27年を比較すると人口は約

1.30倍、世帯数は約2.27倍に増加している。

明和町総人口と世帯数(Ｓ35～Ｈ27)

資料：国勢調査(H27)
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■産業別就業者数
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□昭和35年～平成22年の笹笛川流域に位置する明和町における産業別就業者数の推

移は、第一次産業に従事する人の割合が大きく減少し、第二次産業及び第三次産業

に従事する人口の割合は増加している。

明和町産業別就業者数割合(Ｓ35～Ｈ22)

資料：国勢調査(H27)



■土地利用の変遷
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笹笛川流域における土地利用別の面積割合の変化

昭和51年（1976) 平成26年（2014)

□農地および山林の流域に占める割合が、昭和51年は87%、平成26年は73%に減少し、

中流部を中心に市街化が進行している。

土地利用図

87%

73%



■歴史文化
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□流域では、「斎宮（さいくう）跡」等の遺跡や古墳が発見されており、古い歴史を有する。

・七世紀末、天武王朝の頃には伊勢神宮に仕える斎王
の住まう「斎宮」ができ、その規模や出土品から、中世
に至るまでの間、三重県南部の産業・文化の中心地で

あったことがうかがえる。
・奈良時代以来、明和町域は神宮領に属し、多くの御園
が置かれた。

・江戸時代には、藤堂藩・鳥羽藩・紀州藩・神宮領と多く
の藩に分割して統治されていた。現在の町南部を通る
伊勢街道はお伊勢参りの人々で賑わい、当時は宿場

町として、また伊勢平野の中心穀倉地帯として栄えた。
・現在の明和町は、昭和33年に三和町と斎明村が合併
して成立した。 資料：明和町町勢要覧

史跡等位置図

斎宮のハナショウブ群落
（ノハナショウブ） 写真：公益社団法人 三重県観光連盟ホームページ

斎宮跡

資料：明和町歴史的風致維持向上計画（平成28年3月，三重県明和町）
宮川用水第二期地区埋蔵文化財発掘調査だより（第6号，2008年，三重県埋蔵文化財センター）
さいくうあと通信(平成28年6月30日発行，明和町 斎宮跡・文化観光課)

陸軍第七通信連隊
一二八部隊防空壕
(史跡)

小金古墳群
3号墳(史跡)

●

惇子内親王墓(史跡)

斎宮跡
(史跡)

斎宮のハナショウブ
群落(天然記念物)

坂本古墳群(史跡)

●

●

●

●

●□ 国指定
● 県指定
● 町指定

●

水池土器
製作遺跡

●

尾野湊御禊場跡

●
鳥墓神庤跡



■土地利用規制等
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・都市計画法

流域全体が「都市計画区域」に指定

・自然公園法

流域内には「自然公園」はない （近隣の自然公園を

結ぶ「近畿自然歩道」が中流域を通過）

・鳥獣保護管理法

中流域から上流域の大部分が「鳥獣保護区」に指定

・砂防法

「砂防指定地」の指定はない

・森林法

「保安林」の指定はない

鳥獣保護区等位置図

□流域全体が「都市計画区域」に指定、「自然公

園」、「砂防指定地」、「保安林」の指定はない。

□中流域から上流域の大部分が「鳥獣保護区」に

指定されている。

資料：三重県みどり共生推進課 三重県自然公園図(平成27年12月現在)
三重県獣害対策課 平成28年度三重県鳥獣保護区等位置図



５．現状と課題
（治水、環境、利水）
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■河道の変遷 ＜河口域～下流域＞
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□河道の拡幅整備が進行している。

□沿川では工業団地が建設されている。

昭和36年8月

平成23年9月

笹笛川防潮水門

笹笛川

八木戸橋

根倉橋

笹笛橋

笹笛川橋

0k

1k

2k

3k

笹笛川

河道の拡幅

工業団地の建設



■河道の変遷 ＜中流域＞
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昭和36年8月

平成23年9月

笹笛川

ほたる橋

横田橋 相野橋
いつき橋

御厨野橋 増田山橋

立山橋
どんど橋

4k
5k

6k

笹笛川橋
かつみ橋

笹笛川

□河道の拡幅整備が進行している。

□沿川では宅地開発が進行、国道23号が開通している。

ゴム堰（魚道あり）

宅地開発が進行

河道の拡幅

国道23号が開通



■河道の変遷 ＜上流域＞
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昭和36年8月

平成23年9月

かつみ橋

新笹笛川橋
6.8km

笹笛川

笹笛川

□圃場整備とあわせて河道（農業用水路）が整備されている。

□上流部では、一部で宅地の開発が進行している。

宅地開発が進行

農水路の整備



河口域
（0.0～1.2k）

下流域
（1.2～3.3k）

中流域
（3.3～6.9k）

上流域
（6.9k～斎宮調整池）

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

■河川の現状
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①【河口域】0.9k付近 八木戸橋から下流

③【下流域】2.0k付近 根倉橋から下流

②【河口域】1.2k付近
笹笛川防潮水門（閉鎖時）

④【中流域】3.9k付近
ゴム堰 魚道あり(起立時)

□河口域：河口から笹笛川防潮水門（0.0～1.2k）は、干潟がみられる。

□下流域：笹笛川防潮水門から笹笛川橋（1.2～3.3k）は、感潮区間で川幅全体が水面となっている。

笹笛川
防潮水門

笹笛川橋



河口域
（0.0～1.2k）

下流域
（1.2～3.3k）

中流域
（3.3～6.9k）

上流域
（6.9k～斎宮調整池）

①
②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

■河川の現状
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⑦【上流域】県管理区間上流端より2.9k付近

⑧【上流域】県管理区間上流端より5.3k付近 斎宮調整池

⑤【中流域】5.8k付近 どんど橋から下流

⑥【中流域】 6.6k付近 落差工

□中流域：笹笛川橋から県管理区間上流端（3.3～6.9k）は、大部分が平瀬で植物が繁茂している。

□上流域：県管理区間（6.9k）より上流は、ため池（斎宮調整池）から連続する農業用水路となっている。

笹笛川
防潮水門

笹笛川橋



■笹笛川流域の治水（既往洪水）
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小俣(アメダス)

笹笛川流域
松阪市

多気町

玉城町

明和町

伊勢市

雨量観測所位置図

（出典：S57.9,H2.9H2.11,H15.5は松阪建
設事務所資料より、他は水害統計より。）

（出典：浸水家屋棟数は、「伊勢湾沿岸海
岸事業 説明資料」(H18.11.14) 三重河
川国道事務所・四日市港湾事務所より。）

小俣雨量 浸水面積(ha) 浸水家屋棟数 水害要因

昭和51年9月 台風17号
9/9 日雨量207mm
9/6～14  総雨量617mm

125.0 9 内水

昭和54年10月 台風20号
9/19 日雨量141mm
9/18～19  総雨量278mm

1.0 18 内水

昭和57年8月 台風10号
8/1 日雨量205mm
8/1～3  総雨量385mm

0.2 3
内水
無堤部浸水

昭和57年9月 台風18号
9/12 日雨量212mm
9/10～13  総雨量335mm

271.0 40 内水

平成2年9月 台風19号
9/19  日雨量 152mm
9/17～19  総雨量273mm

181.0 40 不明

平成2年11月 台風28号
11/30  日雨量 210mm
11/29～30 総雨量220mm

93.0 7 不明

平成7年5月 豪雨
5/12  日雨量 113mm
5/11～16 総雨量320mm

328.0 3 内水

平成9年7月 台風第9号
7/26  日雨量 267mm
7/26～27  総雨量289mm

79.1 2 窪地内水

平成12年9月 東海豪雨
9/11  日雨量 306mm
9/11～12  総雨量400mm

36.9 3 内水

平成13年8月 台風11号
8/21  日雨量 141mm
8/21～22  総雨量216mm

14.3 - 内水

平成13年9月 台風15号
9/10  日雨量 218mm
9/10～11  総雨量223mm

13.7 - 内水

平成15年5月 台風4号
5/31  日雨量 150mm
5/31～6/1  総雨量154mm

記載なし
立山橋周辺の
家屋浸水

内水

豪雨名称

浸水家屋棟数 水害要因

昭和28年9月 台風13号 約480棟 高潮

昭和34年9月 伊勢湾台風 約110棟 高潮

豪雨名称 概要（明和町史より）
八木戸地内の笹笛川堤防が決壊、海岸堤防を
越える高潮による甚大な被害

湾奥に大きな被害をもたらした

◆ 主として笹笛川に起因する浸水被害

◆ 明和町沿岸部の主として高潮に起因する浸水被害

□平成15年頃までは、頻繁に浸水被害が発生し、昭和57年、平成2年、平成7年に比較
的規模の大きい被害が発生している。

□平成16年以降、浸水等による被害は報告されていない。



■笹笛川流域の治水（既往計画）
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□笹笛川では、H9に工事実施基本計画が策定され、同時に全体計画が変更認可され

ている。

□工事実施基本計画では将来計画1/30が設定され、全体計画(変更)では、暫定計画

1/5の治水安全度を目標とした計画が設定されている。

伊勢湾

根倉
■

国道23号
○

160m3/s

(100)
140m3/s

(90)

工事実施計画 全体計画(暫定)

計画規模 1/30 1/5

計画降雨強度 (110分
(洪水到達時間内))

59.2mm/hr 38.3mm/hr

基準点 根倉

60分間雨量強度
(既往降雨高度式)

77mm/hr 50mm/hr

基本高水・
計画高水流量

160m3/s 100m3/s

流出計算手法 合理式

計画高潮位 T.P.+2.86m

洪水調節施設 位置づけられていない



■笹笛川流域の治水（河川整備状況）
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□笹笛川の流路は、昭和30年代前半に農業用として人工的に開削されたものである。

□昭和54年から平成19年度までに、下流の防潮水門から近鉄山田線下流までの区間

の河川改修を実施、1/5規模での整備が完了している。

□笹笛川防潮水門は、平成12年に改築されている。

S30年代前半に農業用として、
笹笛川土地改良区（現在は解
散）により人工的に流路を開削

H4～H19
総合流域防災事業
L=約3.4km

S54～H3
小規模河川改修事業
L=2.0km

笹笛川防潮水門

S34～S39
伊勢湾高潮対策事業
L=約1.4km

H19～H20
(国営宮川用水第二期農
業水利事業)
L=約0.2km
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■笹笛川流域の治水（現況流下能力）
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□計画高水位以下で流下能力は、1/5規模を満足している。



■高潮・津波対策の状況
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□平成12年3月に高潮対策として、笹笛川防潮水門が整備されている。

□地震・津波のソフト対策として、津波浸水予測図が公表され、笹笛川河口部では一部

で5m以上の浸水が想定されている。

□明和町内に全部で６基の津波避難タワー建設が計画され、大淀地区と浜田・八木戸

地区の２基がすでに完成している。

笹笛川防潮水門
距離標1.2k+26m

笹笛川

南海トラフの理論上最大クラスの地震
を想定した場合の浸水深

（いわゆるL2津波に対する浸水予測図）
（平成２５年度地震被害想定調査より）

笹笛川 防潮水門
（平成12年3月完成）

主ゲート 幅17.5m×高5.55m×2連
２段ローラーゲート
ゲート天端高 T.P.+3.02m
ゲート敷高 T.P.-2.53m

（参考）計画高潮位：T.P.+2.86m
Ｌ１津波高：T.P.+5.2m

浜田・八木戸、大淀の２地区で津波
タワーを整備

夕刊三重

中日新聞

毎日新聞



■笹笛川流域の利水（水利用）
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□笹笛川の流水は、農業用水として利用され、工業・水道用水としての利用はない
□現在の笹笛川（県管理区間）からの取水箇所は２箇所
□最上流部には、国営宮川用水の中継点となる、農業用ため池（斎宮調整池）がある
□流域の中上流部の農業用水は、宮川用水を利用している

昭和42年当時および現在の取水位置

宮川用水事業 概要図

(東海農政局HP 宮川用水第二期農業水利事業概要より）

一級河川 宮川

 

笹笛川

笹笛川中上流
部は宮川用水
の受益地とな
っている。

S42当時の取水箇所

現在の取水箇所

A 現況取水施設

B  現況取水施設



■笹笛川流域の利水（空間利用）

□沿川で、住民の散歩等、個別の利用がなされている。

□河道内には、広場や公園等の利用施設はなく、イベント等の利用はない。

□河口域では、のり養殖業、採貝漁業が行われている。

□アンケート結果（平成29年1月実施）によると、毎日～月数回訪れる人の割合が全

体では約40％を占める。地区別には、大淀地区、上御糸地区といった中下流部で

の利用頻度が高い。

□利用目的は、「散歩・ジョギング」が約39パーセントで最も多かった。

利用頻度（第1回アンケート） 利用目的（第1回アンケート）

n=525 n=274

39%

3%

14%

6%

14%

8%

16%

37



■笹笛川流域の環境（現地調査）

河口域
（0.0～1.2k）

下流域
（1.2～3.3k）

中流域
（3.3～6.9k）

□現地調査の項目・時期・手法・地点を整理した。

43

植物、鳥類、その他(小動物、陸上昆虫類)

魚類、底生動物

調査実施状況

鳥類 植物・小動物・
陸上昆虫類

魚類・底生動物

現地調査概要
分類群 調査時期（H28） 調査手法 河口域 下流域 中流域 上流域

植物 9/26、10/11,12 ・現地踏査 ○ ○ ○ -

魚類 10/3,4
・タモ網等による捕獲調査
・聞き取り
・目視観察

○ 1地点 2地点 -

底生動物 10/3,4
・タモ網等による捕獲調査
・聞き取り
・目視観察

○ 1地点 2地点 -

鳥類 9/27、10/3,4 ・ルートセンサスによる目視観察 ○ ○ ○ -
小動物 9/26,27、10/3,4,11,12 ・現地踏査 ○ ○ ○ -

陸上昆虫類 9/26,27、10/3,4,11,12 ・現地踏査 ○ ○ ○ -



■笹笛川流域の環境（現地調査）
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□植生は56群落、魚類は18種、底生動物は37種、鳥類は29種、小動物は9種、陸上昆虫類は35種が確

認された。

□重要種は、植物はハマサジ等5種、魚類はアブラボテ等4種、底生動物はハクセンシオマネキ等6種、

鳥類はミサゴ等5種、小動物はトノサマガエル等3種、陸上昆虫類はアキアカネ1種が確認された。

□外来種(特定外来生物)は、植物はナガエノツルノゲイトウ1種、魚類はカダヤシ1種が確認された。

分類群 種数

植物（植生） 56群落

魚類 5目9科18種
底生動物 12目31科37種

鳥類 8目18科29種

その他（小動物・昆虫類）
小動物：3目8科9種

昆虫類：7目23科35種

確認種数

分類群 種数

植物 4科5種

魚類 3目3科4種
底生動物 3目6科6種

鳥類 4目5科8種

その他（小動物・昆虫類）
小動物：2目3科3種
昆虫類：1目1科1種

重要種数

分類群 種数

植物 1科1種

魚類 1目1科1種

特定外来生物種数

ハマサジ
アブラボテ

ハクセンシオマネキ

ミサゴ トノサマガエル アキアカネ

〔備考〕
※重要種の選定基準は以下とした。
・「文化財保護法」、「三重県文化財保護条例 、「明和町文化財保護条例」で指定されている種。
・「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」において指定されている種及び亜種。
・「環境省レッドリスト2017（環境省、平成29年）」に記載されている種及び亜種。
・「改訂・近畿地方の保護上重要な植物―レッドデータブック近畿2001―」 （レッドデータブック近畿研

究会編、（財）平岡環境科学研究所、平成13年）に記載されている種及び亜種。
・「近畿地区・鳥類レッドデータブック-絶滅危惧種判定システムの開発」 （京都大学学術出版会、平成14

年）に記載されている種及び亜種。
・「三重県レッドデータブック2015」（三重県、平成27年）に記載されている種及び亜種。
・「三重県自然環境保全条例」において指定されている種及び亜種。
※外来種の選定基準は以下とした。
・「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」において指定されている種及び亜種。
・「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」において指定されている種及び亜種。

分類群 種数

植物 4科5種

魚類 3目3科4種

底生動物 3目6科6種

鳥類 3目4科5種

その他（小動物・昆虫類）
小動物：2目3科3種
昆虫類：1目1科1種
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□既往調査で確認されている笹笛川流域に生息・生育する

動植物※ 、または生息・生育する可能性のある動植物を

整理した。

既往文献一覧

文献調査概要

調査位置図

河口域
（0.0～1.2k）

下流域
（1.2～3.3k）

中流域
（3.3～6.9k）

上流域
（6.9k～斎宮調整池）

文献1調査地点

文献3・文献4調査地点

分類群 文献№ 調査時期 河口域 下流域 中流域 上流域

植物 1 H11年（8月）～H12年（10月） ○ ○ ○

1 H11年（8月）～H12年（10月） 1地点
3 H15年（夏季、秋季） 1地点
4 H20年（夏季、秋季） 1地点
1 H11年（8月）～H12年（10月） 1地点
3 H15年（夏季、秋季） 1地点
4 H20年（夏季、秋季） 1地点

鳥類 1 H11年（8月）～H12年（10月） ○ ○
陸上昆虫類 1 H11年（8月）～H12年（10月） 1地点

2 H13年（8月） ○
5 －

※文献1の聞き取り情報は含めない

流域全体
全分類

魚類

底生動物

※ 植物、魚類、底生動物、鳥類、小動物、陸上昆虫類について整理

文献№ 文献名 発行年

1
平成12年度　河川調査第23001-01分2001号
二級河川金剛川他10水系22河川　河川環境管理基本計画策定業務委託報告書

平成13年3月

2
平成13年度　二級河川笹笛川
県単河川局部改良費用対効果分析調査業務委託報告書

平成14年11月

3
平成15年度　二級河川三度川水系（百々川工区）
河川水辺の国勢調査（魚介類）業務委託報告書

平成15年12月

4
平成20年度基幹二級　第1008－1分2001号
級河川百々川　他３河川河川水辺の国勢調査(魚介類)業務委託報告書

平成21年2月

5 レッドデータブックメッシュデータ －



■笹笛川流域の環境（文献調査）

46

□植物は163種、魚類は23種、底生動物は30種、鳥類は55種、小動物は3種、陸上昆虫類は14

種が確認されている。

□重要種は、植物はナガエミクリ等12種、魚類はカワヒガイ等5種、底生動物はイシガイ、マツカ

サガイ、ヌマガイ等12種、鳥類はシロチドリ、ホウロクシギ等22種、小動物は2種、陸上昆虫類

は4種が確認されている。

□外来種(特定外来生物)は、魚類でカダヤシ1種が確認されている。

確認種数 重要種数 特定外来生物種数
分類群 種数

魚類 1科1種

〔備考〕
※重要種の選定基準は以下とした。
・「文化財保護法」、「三重県文化財保護条例 、「明和町文化財保護条例」で指定されている種。
・「絶滅のおそれのある野生動植物の種の保存に関する法律」において指定されている種及び亜種。
・「環境省レッドリスト2017（環境省、平成29年）」に記載されている種及び亜種。
・「改訂・近畿地方の保護上重要な植物―レッドデータブック近畿2001―」 （レッドデータブック近畿研究会編、（財）平岡環境科学研究所、平成13年）に記載され

ている種及び亜種。
・「近畿地区・鳥類レッドデータブック-絶滅危惧種判定システムの開発」 （京都大学学術出版会、平成14年）に記載されている種及び亜種。
・「三重県レッドデータブック2015」（三重県、平成27年）に記載されている種及び亜種。
・「三重県自然環境保全条例」において指定されている種及び亜種。
※外来種の選定基準は以下とした。
・「特定外来生物による生態系等に係る被害の防止に関する法律」において指定されている種及び亜種。
・「我が国の生態系等に被害を及ぼすおそれのある外来種リスト」において指定されている種及び亜種。

分類群 種数

植物 9科11種

魚類 3科5種

底生動物 8科12種

鳥類 8科17種

その他（小動物・昆虫類）
小動物：2科2種
昆虫類：3科4種

分類群 種数

植物 58科163種

魚類 10科23種

底生動物 23科30種

鳥類 24科55種

その他（小動物・昆虫類）
小動物：3科3種
昆虫類：9科14種
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□笹笛川では八木戸橋で水質調査が実

施されており、環境基準B類型（BOD 

3.0㎎/l）に指定されている。

□平成12年～平成27年のBOD75％値の

推移は、緩やかな減少傾向で、近年は

ほぼ横ばいで推移し、いずれの年も環

境基準を満足している。

□住民アンケートでは、下水道整備によ

る水質改善を望む意見も多い。

水質調査箇所及び水質類型区分の指定状況

水質環境基準
Ｂ類型(3mg/l)

八木戸橋

BOD75%値の推移

資料：三重県環境白書(H13～27)
平成27年度公共用水域及び地下水の水質調査結果（平成28年11月1日,三重県）



■笹笛川の現状と課題

項目 現状 課題

洪水

■昭和57年、平成2年、平成7年に比較的規模の大きい被害が
発生している。

■平成15年以降は主だった洪水被害はない。
■笹笛川防潮水門から近鉄山田線下流までの区間において、

1/5規模での整備が完了。

■河道内樹木、土砂堆積による河積
阻害
■計画流量（1/30）の流下能力確保

津波
高潮

■高潮対策として笹笛川防潮水門が整備されている。
■L2津波が発生した場合には浸水被害が生じることが想定さ
れている。

■防潮水門の耐震性能不足
■津波に対する対策が必要

河川
利用

■利水としては一ノ井堰と山大淀取水堰により取水が行われ
ている。

■空間利用としてはアンケート回答者の約6割がほとんど利用
しておらず、利用目的の多くは散歩やジョギングであった。

■アンケートの結果において日常的に利用しやすい整備を望
む意見が多い。

■水利権の明確化
■親水性の向上

環境

■良好な河口干潟が存在する。
■中流域にはタナゴ類等の重要種が生息する。
■水域は平瀬や湛水域が多く、早瀬、ワンド・たまりは一部

に見られる。
■水生生物の上下流への移動が困難な落差の大きい横断工作

物はない。

■河口干潟の保全・再生
■タナゴ類の生息環境の保全・再生
■水際環境の保全・再生
■多様な水域環境の保全・創出
■上下流の連続性の維持
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６． 河川整備基本方針（案）の概要
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■河川整備基本方針（案）の概要（計画規模）

 治水の目標（河川整備基本方針（案））

笹笛川 三渡川
※参考

1/30以上 1/50以上 1/80以上 1/100以上

流域面積
（km2）

13.2 54.3 20未満 20～300 300～600 600以上

市街地面積
（km2）

3.7 8.9 10未満 10～20 20～50 50以上

想
定
氾
濫
区
域
内

面積（ha） 659 825.5 500未満
500～
2,000

2,000～
4,000

4,000以上

宅地面積
（ha）

25 108.1 80未満 80～240 240～1,000 1,000以上

人口
（千人）

1.8 4.0 10未満 10～30 30～100 100以上

資産額
（億円）

516 159.7 200未満 200～2,000
2,000～
5,000

5,000以上

出荷額
（億円）

93 66.5 100未満 100～1,000
1,000～
3,000

3,000以上

三重県における基本方針計画規模の評価指標

河川整備基本方針（案）における目標は、河川の重要度指標（流域面積、想定
氾濫区域内資産額など）、既定計画や県内他河川とのバランスを考慮し、年超
過確率1/30とする

※笹笛川と同じ松阪建設部管内で基本方針計画規模が同じ三渡川の例を参考として掲載
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■河川整備基本方針（案）の概要（基本高水流量）

河川整備
基本方針

計画規模 1/30確率

基準地点 行部

流域面積 10.68km2

洪水到達時間 90.2分

降雨強度 70.0mm/hr

流出計算手法 合理式

基本高水流量 150m3/s

■：基準点
○：主要地点

（ ）：既定計画
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■河川整備基本方針（案）の概要（既定計画）

工事実施基本計画
（平成9年策定） 河川整備基本方針 変更理由

計画規模 1/30確率 1/30確率

基準地点 根倉 行部
(根倉)

水位観測所があり、流域の水門
データ把握が可能

流域面積 12.86km2 10.68km2

(13.20km2)
最新の資料により流域界を精査し
た結果による。

洪水到達時間 110分 90.2分
(115.2分)

降雨強度 59.2mm/hr 70.0mm/hr
(62.6mm/hr) 降雨強度式の変更による

流出計算手法 合理式 合理式

計画流量 160m3/s 150m3/s
(170m3/s)

 既定計画と基本方針の変更点
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■河川整備基本方針（案）の概要（対策案比較）

対策 評価 概算事業費 評価

河道改
修案

• 既定計画に基づき用地買収、築堤工は完了してい
る。

• 残すところ低水路河床掘削のみであり、代替案に
比べて経済的に優位である。

約12億円 ○

ダム案 • 流域の大部分が平地であり、ダムの適地が無い。 ― ×

遊水地
案

• 遊水地を配置する区間の笹笛川河道は掘込形態
である。このため、河川から洪水流量をカットするた
めの遊水地は、掘込形式とする必要があり、この場
合、既存農地を掘削して整備するため、用地は借
地ではなく、買収する必要がある。

• 必要調節容量約40万m3、1mの掘削を仮定すると
必要用地は40万m2となる。

• ただし、背後地は優良農地が広がっており、既定
計画の河道改修と合わせて、圃場整備が行われて
いることからも、新たに広大な用地取得を伴う遊水
地案は地域住民の理解が得られない。

約60億円 △
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■河川整備基本方針（案）の概要（対策案比較）

遊水地案：40万m2

広範囲の農地が必要となり、優
良農地の買収が必要となる。

ダム案：

流域に山地がなく、ダム建設適地がない。
最上流部には農業用ため池があるが、ため池はほとんど流
域を持たないため、洪水調節効果は期待できない。

河道改修案：

河道改修の用地買収、築堤工は、
既定計画に基づき完了しており、
経済性で優位である。
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■河川整備基本方針（案）の方向性

項目 方向性

洪水
高潮

 河川整備基本方針における計画規模は、河川重要度、既往洪水の確率規模を考慮して、
1/30とする。

 基本方針規模1/30の降雨に対する洪水に対して、現在、流下能力が不足しているため、
洪水処理対策を行う。

 超過洪水に対しては、ソフト対策を進めるなど関係機関等と連携し、地域の防災力の向上
に努める。

 水門の耐震対策や必要に応じて堤防の耐震対策を実施し、地震発生時における水門や堤
防の機能の確保を図る。

津波

 L1津波に対しては、関係機関や自治体と連携して津波災害から地域の財産を守る。

 L2津波に対しては、施設対応を超過する事象として、人命が損なわれないことを最優先し、
津波防災地域づくりと一体となった総合的な津波対策を推進し、減災を目指す。

河川
利用

 今後の水利用の実態に応じて、関係機関との連携のもと、適切な水利用が図られるように
努める。

環境

 笹笛川の有する良好な自然環境と河川景観を保全し、多様な動植物の生息・生育・繁殖
する豊かな自然環境を次世代に引き継ぐよう努める。

 河川工事等による良好な河川環境への影響が懸念される場合には、代替措置や環境に
配慮した工法等を採用し、環境への影響の回避と軽減に努める。
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■河川整備基本方針（案）の概要（計画平面図）

4.8k
ワンド・たまり、早瀬、水際の植生帯が再
生可能となるよう現況河床をスライドダウ
ンした形状で掘削

掘削により必要な流下能力を確保

イシガイ

ヤリタナゴ カワヨシノボリ

ミナミメダカ

河床掘削に
より流下能力
を確保

 基本方針区間

必要に応じて地震・津波対策を実施する

0.6k
掘削により必要な流下能力を確保 干潟を保全

潮間帯

ハクセンシオマネキ シオクグ ハママツナ

ミサゴ



７．河川整備計画（原案）の概要
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■河川整備計画（原案）の概要（対象区間）

 以下に示す笹笛川水系の県管理区間の全域とする。

河川整備計画の対象区間

水系名 河川名 起点 終点
延長
(km)

笹笛川 笹笛川

左岸
多気郡明和町大字斎宮字丁長

1227番地先
（新笹笛橋の下流端）

海へ至る 6.98

右岸
同町同大字同字1228番地の2

地先
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■河川整備計画（原案）の概要（対象期間）

 笹笛川水系の河川整備計画は、笹笛川水系河川整備基本方針に基づ
いた河川整備の当面の目標であり、その計画対象期間は概ね30年間と
する。

 本整備計画は、現時点における流域及び河川の状況に基づき策定した
ものであり、今後河川及び流域を取り巻く社会状況の変化等に合わせて、
必要に応じて適宜見直しを行っていく。

河川整備計画の対象期間



60

■河川整備計画（原案）の概要（計画規模）

 笹笛川の河川整備の進捗状況、過去の流域内の浸水被害の発生状況
等を考慮し、年超過確率1/5の規模の降雨による洪水に対して被害
を防ぐことを目標とする。

治水の目標
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■河川整備計画（原案）の概要（計画高水流量）

河川整備計画

計画規模 1/5確率

基準地点 行部

流域面積 10.68km2

洪水到達時間 90.2分

降雨強度 42.6mm/hr

流出計算手法 合理式

計画高水流量 100m3/s

■：基準点
○：主要地点

（ ）：方針流量

（170） （150）
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■河川整備計画（原案）の概要（水位縦断図）

 現況河道では、整備計画規模1/5の場合の流量を全区間で計画高水位以下で流下さ
せることができる。
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■計画流量と現況流下能力

 現況河道にて、整備計画規模1/5の場合の流量を全区間で計画高水位以下で流下さ
せることができる。

 堤防高満杯評価では全川で基本方針規模1/30以上の流下能力を確保している
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■河川整備計画（原案）の概要

河川整備の実施に関する事項

河川工事の目的

 今後発生することが予想される南海トラフを震源域とする地震に対
しては、地震後の津波や洪水・高潮による被害を軽減するため、河
口部施設の耐震性能を確保する。

河川工事の施工箇所

水系名 河川名 区間 主な整備内容

笹笛川 笹笛川 笹笛川防潮水門
（1.2km付近）

耐震補強
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■河川整備計画（原案）の概要（計画平面図）

必要に応じ、
堆積土砂や
河道内樹木
を除去する。

 整備計画区間

水門耐震補強

想定される最大規模の地震に対
する耐震補強を実施する。

必要に応じた堆積土砂や河道内樹木除去

ほたる橋上流

必要に応じて堤
防耐震を実施

河床掘削時には、生態系の生息環境に配慮

堆積土砂、河道内樹木を除去

（耐震性能の不足箇所を補強）

堰柱補強の
イメージ
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■河川整備計画（原案）の概要（利水、流量目標）

 河川の適切な利用については、今後とも宮川用水事業等、関係機関
との連携のもと、適切な水利用が図られるよう努めるとともに、綿
密な情報提供等、水利用の効率化を促進し、さらに既得水利の取水
が安定的になされ、かつ良好な水環境が維持・改善されることを目
標とする。

 流水の正常な機能を維持するための必要な流量については、今後流
況の把握に努めるとともに取水実態や動植物の生息・生育・繁殖環
境等の調査を行った上で設定に努める。

河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持に関する事項
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■河川整備計画（原案）の概要（河川環境目標）

 笹笛川の流れが生み出す瀬・淵などの良好な自然環境と河川景観を保全
し、多様な動植物の生息・生育・繁殖する良好な環境を次世代に引き継ぐ
よう努め、川と地域住民の営みが共生できるような整備を推進する。

 河川工事等による良好な河川環境への影響が懸念される場合には、代替措
置や環境に配慮した工法や構造の採用等により、環境への影響の回避と軽
減に努める。

 動植物の生息・生育・繁殖地の保全については、笹笛川の特徴を踏まえる
とともに、魚類や底生動物が河川の上下流等を往来できるよう水域の連続
性を確保し、生物の生活史を支える環境を確保できるよう良好な自然環境
の保全に努める。

 一部でカダヤシ、ナガエツルノゲイトウ等、動植物の外来種が確認されて
いることから、河川改修等を行う際には、環境の変化に伴って、これら外
来種の生息域が拡大し、在来種の生息・生育・繁殖環境に影響を与えるこ
とが無いよう配慮するとともに、関係機関と連携して移入回避にも努め
る。

河川環境の整備と保全に関する目標



68

■河川整備計画（原案）の概要（河道・河川管理施設）

 河川内に堆積した土砂・繁茂した樹木等が洪水の流下を阻害する恐れがあ
る場合には、必要に応じて、生物の生息・生育環境への影響に留意しつつ
土砂撤去・樹木伐採等の対策を行い、河積を確保するものとする。

 土砂の撤去の際には、平坦な河床としないなど自然環境への配慮を行う。

 定期点検により法崩れ、ひび割れ、漏水、沈下等の異常が無いかを確認
し、必要な対策により機能維持に努める。

 河川管理施設の維持については、洪水、高潮、津波等の際、必要な機能が
発揮されるよう、適切に点検、巡視等を行い、必要に応じて補修・更新を
行う。

 耐震の観点から、地震に伴う基礎地盤の液状化等により、堤防の沈下、崩
壊、ひび割れ等が生じた場合の浸水による二次災害の恐れがある箇所につ
いて、堤体の機能維持に努める。

 地域住民との連携を図り除草等の日常管理に努めるとともに、関係機関等
との連携を図りながら河川美化に努める。

河川の維持の目的、種類および施工の場所

①河道および河川管理施設の維持
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■河川整備計画（原案）の概要（水量・水質・環境）

 自然環境の保全、安定取水に必要な流量の確保を目指し、水量の監
視を行う。

 関係機関との連携・協力のもと、適切な水利用の促進と水利用の効
率化に努める。

河川の維持の目的、種類および施工の場所

②水量の監視等

 必要に応じて関係機関との連携・協働を図りながらより一層の水質
改善に努める。

③水質の保全

 水生生物への配慮として、河川・水域の連続性の確保に努める。

④河川環境の適正な利用と管理
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■河川整備計画（原案）の概要（超過洪水対策）

 計画規模を上回る洪水や整備途上段階における洪水並びに発生頻度
極めて低いものの、発生すれば甚大な被害をもたらす「最大クラス
の津波」よる被害を最小限に抑えるよう、ソフト対策として、「防
災みえ．ＪＰ」による水位・雨量の情報提供や浸水想定区域図の作
成等、町が取り組む洪水ハザードマップ作成の支援を行い、総合的
な被害軽減対策を流域の明和町等関係機関や地域住民と連携して推
進する。

 内水被害の著しい地域においては、関係機関と連携・調整を図り、
必要に応じて内水被害の軽減対策を検討する。

 流域内の開発等による河川への負荷を軽減するため、関係機関と連
携・調整を図り、雨水等の流出抑制対策に努める。

 情報伝達及び警戒避難体制の整備を行うとともに、住民の防災訓練
の参加等により、災害時のみならず平常時から防災意識向上や水防
活動の充実に努める。

その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項

①整備途上段階および超過洪水への対策
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■河川整備計画（原案）の概要（連携、情報提供）

 流域住民等の地域関係者との「協働」を進め、河川に関する各種情
報の提供や地域関係者との意思疎通に努める。

 河川管理者、地域の住民や学校、企業、団体等の各主体がそれぞれ
の担うべき役割を認識し、その役割を果たしつつ、相互の連携に努
める。

その他河川の整備を総合的に行うために必要な事項

②河川情報の提供、流域における取り組みへの支援等に関する事項



８．今後の予定
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■今後の進め方 ＜笹笛川＞
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□第１回 流域委員会 （平成２８年１２月６日）

✔流域の概要 ・現地視察

今回

□第２回 流域委員会 （平成２９年３月２７日）

✔治水、利水、環境の現状、課題、方向性

✔河川整備計画【素案】の提示

□第３回 流域委員会 （平成２９年６月２７日）

✔河川整備計画【原案】の提示

□第１回 住民アンケート （平成２９年１月）

✔関係住民の意見聴取

□第２回 住民アンケート （平成２９年５月）

✔関係住民の意見聴取

□関係機関協議、関係市町町意見聴取

パブリックコメント

□策 定


